令和7(2025)年度くらしの安心サポーター活動報告書
記入日：令和8(2026)年　　月　　日

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　【報告者】　登録番号：　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名：　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：　　　　　　　　　　　　　

令和7(2025)年４月～令和8(2026)年３月までの「くらしの安心サポーターの活動状況」について回答してください。　※項目ごとに、あてはまる記号に〇を付けてください。

１　あなたの今年度の活動についてお聞きします。
　⑴　今年度「くらしの安心サポーター」として活動しましたか。
ア　活動しました　→活動内容について、あてはまるものすべてに〇を付け、具体的な活動内容を〔　　〕に記載してください。
①　消費生活に関する啓発活動(資料配付等)
②　高齢者・障害者が被害にあわないよう又は被害の早期発見のための見守り活動
③　消費者からの消費生活に関する相談への対応
④　県への意見・要望の伝達
⑤　事業者の不適正な取引行為に関する情報の通報
⑥　不審な表示に関する情報の通報
⑦　県等が開催する消費生活に関する事業への参加
⑧　その他（知議習得のための自己研鑚など）
⑨　県が開催する消費生活に関する講座の受講
①～⑧について具体的な活動内容を記載してください。



イ　特に活動していません

　⑵　今年度県から送付された見守り新鮮情報やチラシなどの資料をどのように利用しましたか。（複数回答可）
　　ア　周囲の人に渡しながら啓発活動を行いました（話題にした場合も含む）
　　イ　自己の啓発のために利用しました
　　ウ　利用しませんでした　［理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
　　
　⑶　今年度県のホームページのうち、下記のページをご覧になりましたか。（複数回答可）
　　ア　「くらしの安心サポーター」に関するページ
　　イ　消費生活センターのページ
　　ウ　消費生活相談状況に関するページ　
　　エ　よくある消費者トラブルのページ
　　オ　その他の消費生活に関するページ　［ページ名：　　　　　　　　　　　　　］
　　カ　見ていません　

２　今後の「くらしの安心サポーター」としての活動についてお聞きします。
⑴　次年度も「くらしの安心サポーター」の登録を継続しますか。
ア　はい　　→⑵の質問へ
イ　いいえ　
　　※「いいえ」を選択された場合は登録を削除させていただきますのでご了承ください。これまでご活動いただきありがとうございました。

　⑵　（⑴で「はい」と答えた方のみ）今後も「見守り新鮮情報」などの（チラシ）や「くらしの豆知識（冊子）」の送付を希望しますか。（今年度の第2回情報提供から各１部とさせていただきましたが、具体的使用方法を以下にお書きいただいた方には内容を確認し希望部数を送付致します。くらしの豆知識は１部です。）
ア　希望します　具体的使用方法：
　　　　　　　　　　　　記載例：自治体回覧板に添付８部
イ　希望しません

３　その他　ご意見、ご要望などご記入ください。
※住所変更等もこちらでお知らせください。



---------------------------------------------------------------------------------
今後の消費生活に関する取組の参考とするため、アンケートにご協力お願いします。
栃木県では、消費生活センター（188）に関して、以下のような広報を行っています。　　　目にしたことがあるものをすべてお選びください。
・県のホームページ　　・県の広報誌（県民だよりなど）　　・チラシやポスター　
・講演会など　・新聞広告　・テレビCM・番組　　・ラジオCM・番組・映画館での広告
・インターネットSNSなどのﾃﾞｼﾞﾀﾙ広告　・その他［　　　　　　　　　　　　　　　］

ご記入ありがとうございました。同封の返信用封筒で郵送又はFAXで返信ください。
今後メールでの連絡をご希望の方は、下記アドレスに送信してください。〒320－8501　宇都宮市塙田１丁目１番20号　栃木県庁くらし安全安心課　
くらしの安心サポーター係
TEL：028-623-2135　FAX：028-623-2182　Email:seikatsu@pref.tochigi.lg.jp 

